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MMMMMMMMMMMMMM
助
産
師
の
仕
事
を
と
て
も
魅
力
的
に
感

じ
た
」
と
話
し
、
医
療
現
場
の
大
変
さ

や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
実
感
し
た
様
子

で
し
た
。

　

瀬
戸
内
在
住
の
奥
出
雲
町
出
身
者
で

つ
く
る
「
瀬
戸
内
奥
出
雲
会
」（
発
起
人

代
表
：
千
原
忠
二
さ
ん（
馬
木
出
身
））

の
発
会
の
集
い
が
一
月
十
七
日
、
広
島

市
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

奥
出
雲
町
か
ら
は
、
勝
田
町
長
、
絲

原
德
康
県
議
会
議
員
な
ど
が
出
席
し
、

会
員
と
地
元
関
係
者
が
手
を
携
え
、
ふ

る
さ
と
奥
出
雲
町
の
一
層
の
発
展
を
願

う
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
余
興

が
行
わ
れ
、
約
六
十
人
の
出
席
者
は
ふ

る
さ
と
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、

和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

医
療
現
場
へ
の
理
解
を
深
め
進
路
の

参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
職
業
体
験
が
十
二
月
二
十

四
日
、
町
立
奥
出
雲
病
院
で
行
わ
れ
、

横
田
高
校
の
二
年
生
七
名
が
看
護
師
や

助
産
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
希
望
す
る

職
種
の
実
際
の
業
務
を
体
験
し
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
助
産
師
の
体
験
学
習
で

は
、
助
産
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

生
ま
れ
て
数
日
の
赤
ち
ゃ
ん
の
心
臓
の

音
を
聴
い
た
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
、
授

乳
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
一
つ
一
つ
の
作

業
や
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
感

じ
た
」
「
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
だ
け
で
な

く
お
母
さ
ん
の
話
を
聴
い
て
お
ら
れ
る

【
場
　
所
】
く
に
び
き
メ
ッ
セ

○
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

○
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す

○
事
前
予
約
者
優
先
で
す
が
、
当
日
受

付
も
し
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２
（
２
２
）
５
４
５
０

　

島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労
働
局

な
ど
の
関
係
機
関
の
共
催
に
よ
り
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
「
突
然
解
雇
」
「
賃
金

不
払
」
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

二
月
一
日
、
第
四
十
八
回
陰
陽
三
井

野
原
ス
キ
ー
大
会
、
第
四
十
八
回
仁
多

郡
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
、
第
四
十
五
回

仁
多
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
三
大
会

を
兼
ね
た
大
会
が
、
三
井
野
原
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
二
種
目
が
行
わ
れ
、
選
手

た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
懸
命
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部

〈
小
学
男
子
〉

　

一
位　

景
山　

慎
平
（
八
川
小
）

〈
小
学
女
子
〉

　

一
位　

景
山　

和
葉
（
八
川
小
）

〈
中
学
男
子
〉

　

一
位　

石
原　

秀
真
（
横
田
中
）

〈
中
学
女
子
〉

　

一
位　

長
谷
川
美
優
（
仁
多
中
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部

〈
中
学
男
子
〉

　

一
位　

佐
伯　

尚
憲
（
横
田
中
）

〈
中
学
女
子
〉

　

一
位　

深
田　

真
奈
（
仁
多
中
）

　

「
瀬
戸
内
奥
出
雲
会
」
で
は
随
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
地
方

に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お

知
り
合
い
の
方
に
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

瀬
戸
内
奥
出
雲
会

　

事
務
局
長　

飛
田
敏
行

　

☎
０
９
０
ー
８
７
１
７
ー
７
８
９
５

◆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

◆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

第
五
十
二
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
す
る
三
人
の
選
手
の
激
励
式

が
一
月
二
十
六
日
、
役
場
仁
多
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
部
教
育
長
か
ら
「
体
調
を
万
全
に

し
て
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
県
代
表
と
し
て
活
躍
し
て

下
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
と
激
励
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
選
手
は
「
自
分
の
力

を
十
分
に
発
揮
し
た
い
」
「
本
番
で
は

最
高
の
滑
り
を
し
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
二
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で

青
森
県
大
鰐
町
で
開
催
さ
れ
、
ス
ラ
ロ

ー
ム
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
出

場
し
ま
し
た
。

◆
選
手
を
紹
介
し
ま
す

〈
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
〉

　

石
原　

秀
真
さ
ん（
横
田
中・三
年
）

　

※
石
原
さ
ん
は
三
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場

　

長
谷
川
美
優
さ
ん（
仁
多
中・一年
）

〈
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
〉

　

佐
伯　

尚
憲
さ
ん（
横
田
中・二
年
）

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
出
場
選
手
を
激
励

三
井
野
原
で
ス
キ
ー
技
術
競
う

横
田
高
校
生
が
町
立
奥
出
雲
病
院
で
職
場
体
験

合
同
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

合
同
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　奥出雲町では「奥出雲町ふるさと応援基金」を平成２０年度に創設し、町外の皆様からのご
厚意を町の施策に反映させる仕組みを作っています。
　昨年は、対前年比で３倍を超える寄附件数、寄附金をいただきました。
　皆様に感謝申し上げますとともに、その目的を達成するために、有効に活用させていただき
ます。
　なお、単年度で１万円以上の寄附者の方に対して特産品の「ふるさと小包」を贈呈し、奥出
雲町産品のＰＲを図っています。
　さらに、累計１０万円以上の寄附者の方には、「ふるさと応援大使」の委嘱を行い、名刺や
観光パンフなどを送付して、奥出雲町のＰＲをしていただいています。

※御芳名録は、奥出雲町ホームページのふるさと納税「奥出雲ふるさと応援寄附」に掲載しています。
　【お問い合わせ先】役場企画財政課　有線：31ー5242／電話：54ー2522

平成26年「ふるさと納税」による寄附
の状況をお知らせします

ご寄附ありがとうございました

■寄附件数
　２，４６０件（前年６４７件）

【寄附の状況】（平成２６年１月～１２月）
■寄附金額
　３,２２３万円（前年９４３万円）

▲「発会の集い」に出席された皆さん

▲（左から）長谷川さん、佐伯さん、石原さん

▲助産師の指導を受けながら赤ちゃんの心臓の音を聞く生徒

〜
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
�
て
〜

〜
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
�
て
〜
「
瀬
戸
内
奥
出
雲
会
」が
発
足

い
の
ち
の
現
場
　
肌
で
体
験

る
び


